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処理の流れ
操作手段検出映像取得 合成映像を提示

操作手段
（この場合腕の領

域）

操作対象

取り込み

物理的な挙動計算

物理挙動として、剛体・
弾性体・流体を実現する

様々なＵＩ
を実現

本プロジェクトで重点的に開発した処理

画像認識に特化した物理シミュレーションエンジンとＵＩの開発
山添 隆文（株式会社ＮＴＴドコモ東海支社法人営業部ソリューション担当）

・バーチャルな物体を、あたかも現実物であるかのように直接操作する

→ 画像認識での操作に特化した物理エンジンにより実現
・操作の仕方、操作の手段に依存しない

→ 独自ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑにより、ｼﾞｪｽﾁｬｰ等に依存しない操作を実現
・ハードウェアにたよらずに本当にさわっているような感覚を実現

→ ビジュアルフィードバックによる錯覚を発見？要検証

画像認識＋物理シミュレーションで前人未踏のＵＩを実現！
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